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和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実
験所 “ 北浜 ” ヘ漂着したホシダカラガイ
（腹足綱、夕力ラガイ科）の成貝
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するホシダカラガイ Cypraea tigris Linnaeus. 1758は，わが国
に産するタカラガイ類の中で2番目の大型種であり， 日本での
最大個体は125 mmの殻長に達する（池田 ・ 保見，2007）。
本種は関東地方の三浦半島付近が北限分布海域であるが， 和
歌山県沿岸ではこれまで成貝も記録されている（田名瀬 ・ 久保
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海実験所付近からの記録によると，1974年以降，本種の発見個
体数は少ないままで，その中でも成貝はごく少数である（田名
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久保田信 ・ 田名瀬英朋・武藤望生 ・ 東海林明 ・ 木村一品 ・ 中
坊徹次201 1和歌山県田辺湾における2011年冬季の異例
の数の凍死魚の漂着．漂着物学会誌9: 13-16. 
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